
750 K．心・肺・血流

り59

グラフィー

放射線治療患者における心の201　Teシンチ
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　近年、虚血性心疾患の診断における一検査法として

201　Teによる心筋シンチグラフィーが注されてきてい

る。当教室でも、いろいろな症例について201Teによ

る心筋スキャンを試みてきた。これらの症例中、食道

癌、肺癌などのため放射線治療を受け、心臓が照射野

に含まれた症例に興味ある知見が得られたので報告す

る。

　対象は、昭和51年3月から昭和52年6月までに群大
放射線科で行われた201　Teによる心筋シンチグラフィ

ー38例である。そのうち、過去に心疾患の既往がなか

ったもの32例（放射線治療に際し、心が照射野に含ま

れたもの16例、含まれなかったもの16例）、心筋硬塞

の既往を有するもの5例、僧帽弁口狭窄症の既往を有

するもの1例であった。使用した装置は、日立シンチ

カメラ（RC　・－IC－1205型）、及び日立RIデーター処

理装置（EDR・－4000型）で、201Te　Ce　2　m　C　i投与

後5分より撮像し、体位は仰臥位正面、左前斜位（4EP）

及び左側面で行った。

　（結果）　過去に心疾患の既往がなく201　Teスキャ

ンが行われた32例について、心への照射の有無で比較

してみると、心に照射の行われなかった16症例全例に

正常と思われる心筋シンチグラフィー像が得られた。

しかしながら、心に照射の行われた16例中6例には、

照射野に一致して欠損像として認められる所見が得ら

れた。この照射群を、心の被曝線量と照射からシンチ

グラフィー施行日までの期間について比較したところ

欠損像を示した6例中、1例を除いた全例が、照射期

間中にシンチグラフィーが行われ、かつ1400rad以上

の照射が行われていた症例であった。なお、これらの

症例についての心電図所見は、現在検討中である。ま

た、心に大線量を受けた症例でも、照射後長期間を経

過したものには、欠損像が認められなかった。

　一方、過去において心筋硬塞の既往のみられた5例

では、全例に欠損像が認められた。また、僧帽弁口狭

窄症の既往があり、心電図上も右室肥大の認められた

1例では、左室壁の他、右室壁が明瞭に描出され、諸

家の報告のごとく、201　Teは、心筋イメージング製剤

として優れていると考えられる。しかしながら、上記

の結果から、心に照射を受けた症例にはシンチグラフ

ィー上欠損像の認められるものもあり、心筋シンチグ

ラフィー読影上、この点も十分注意が必要であろうと

考える。
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皮層粘膜リンパ腺症候群などの症例に

ウムー201を用い
中隔堅

所見との困係

ついて｛璽討してチた

　圧例により，右室自由埜を明腺に描与し，

心逼図所見を反吠していた。又，心皿省遺影

F）f見，特にN膚粘膜リンパ腺症候群ては，冠

酌脈の状態．心電図所見，タ1」ウムー201と

の関係に典味ある結果がみられた。

小児の特発性心筋症，心内腺線維弾性症，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．タ　リ

　　　　　　　　，壁厚の側定，左室自由壁，

　　，右室自由壁のフ0フィー一ル，心冤図

　　　　　　，心血管遺影PJr見との対比等に
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